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[神谷神社/坂出市]
 かんだに 　　　参道の鳥居（一の鳥居）/額束には「神谷神社」とある



　　石柱には「國寶　神谷神社」とある





　　　　石碑には「延喜式内　正一位　神谷神社」とある



　　こんなものも



　　　更に進むとこの前方の山裾に神谷神社があるようだ



　　　　　　ここが神谷神社/境内の鳥居（二の鳥居）/手水舎の奥に石造層塔二基（室町時代）がある



　　　　　　正面は拝殿/昭和2年の火事で消失し、昭和5年に再建されたもの











　　　　拝殿から本殿を望む/ここからは境内に入れない



　振り返って見る





　　さて、右側の築地塀に沿って進むと鳥居の先に経塔（六角の石塔）があった/鎌倉時代末期のものという





　　　　また、こんなものもあった/この他、社殿の後方に影向石（磐座）という古代祭祀の址があるというが見落としてしまった

影向石（磐座）について http://www10.ocn.ne.jp/~veeten/iwakura/kagawa/kanndani.html

http://www10.ocn.ne.jp/~veeten/iwakura/kagawa/kanndani.html


　境内の外から本殿を見る/右手の潜り戸から境内に入ろう



　　　　高い自然石の乱積みの基壇の上に建つ三間社



　本殿/国宝/鎌倉時代前期/屋根は檜皮葺きの流造/流造としては現存最古のもの/屋根材と板扉以外は建立当時のものという



　　　　　妻面は豕扠首の妻飾り



　　　　　外壁は横羽目の板張り



　　背面/ヤリ鉋仕上げの丸柱や長押



　　　　　　　高欄付の縁は正面から見える範囲のみに付き、神社建築の正面性の強さが見てとれる







　　　跳高欄は反りが少なく、古式の様相を示す/側面に扉がある（珍しいという）





　　　向拝の角柱は大きな面取りがなされている/角材の階段も鎌倉建築の特徴をよく表しているという



　　　　　　向拝の組物は平三斗



　　　　　本殿の組物は簡素な舟肘木/身舎の柱は丸柱/身舎柱と庇柱を繋ぐ繋虹梁が長押に取り付いている（古式の特徴）



　　　柱は礎石立ち/仏教建築の影響を受けているという





　　　　　これは収蔵庫のようだ



　重要文化財の木造随身立像二体（鎌倉時代）が収蔵されている



これは神輿庫か？



　　　　残念石





　　これが石を刀で切りつけた跡という



　　　　　参道の途中にある荒神社



　　　　　　ここは一字一石経塚





　　　　　　　疫病などを防ぐため扁平な川原石に経文を一字づつ書き写し埋めて供養した経塚という
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